
国交省九州地整職員へ出前授業を実施
（in：九州技術事務所研修所）

建設産業専門団体九州地区連合会
令和６年12月2日（月）



「専門工事業の仕事は知らない」を無くす

講習会を開催するきっかけは R4.7.21 九州地方整備局長との意見交換会
藤巻局長：どうも専門工事業の特有の課題がわかっていない



〇講師：株式会社宮村鉄筋工業会長 宮村博良 氏
（九州鉄筋工事業団体連合会 会長）

・現在社員数90名ほどだが、社員3名の社会保険に入れてい
ない企業と同等に競争をしなければならない。仕事がほし
い企業は、どうしてもダンピング受注をしている。
・我々業界の一番ダメなところで、結局そのあおりで単価
も下がり、人手も3割ほど減って、現在も元に戻っていない。
・未だに鉄筋業界の半数の企業は社員だけを社会保険に入
れ、職人は未加入状態であり、かつ、県知事登録もしてい
ない企業が公共工事をしているのが実態。

・建設専門工事業の団体活動を通じて、安値受注ができな
い法律上の規制を進めるべく、その取組を行政と連携して
いく。
・建設Gメンは現場で下請けの施工体制等の状態を厳しい眼
で確認し、法律を守らない企業は厳しく対応してほしい。
・ダメなものはダメという取組を進めていかなければ、担
い手を確保できずに、災害時の重要な役割を果たすことが
できないといった危機感を持っている。

経営者
として

現状と
課題

将来に
向かっ
て

〇業界を健全な産業に導く取組を果敢に進めていく
〇講義：建設専門工事業の現状と課題

・ダンピング受注し、ピンハネが成立
する産業であってはならい。

宮村会長の言葉が
響きました

（受講生の声）

・社会人としてのスタートは、ホテルのボーイで賃金3万円
と安く、炭鉱で働いている友達は賃金が高かったので、申込
までしたが、家族に猛反対されたこともあり、鉄筋業にアル
バイトとして入ったのが始まりで一人親方として事業を興し、
有限会社から株式会社へと従業員を増やして順調に経営して
きた。
・その後、バブルが弾けて、そしてリーマンショック時には
60名ほど従業員を抱え、社会保険の負担が苦しくて、従業員
と相談の結果、給与を下げないで楽な方に逃げてしまった。



• 発注者の立場でしか物を見たことが
なかったので、実作業の体験をリア
ルにすることができてとても勉強に
なった。

• 建設業の現状と課題を現場の方から
聞けてためになった。

• 簡単に見える作業も難しく、職人の
大変さがわかった。

• 鉄筋の組み方等のチェックポイント
も教えて頂いて良かった。

〇専門工事業の職種体験 ・４班体制
・３０分単位

とび・土工工事業
協力企業（株)スギヤマ

中村工業(株)

型枠大工工事業
協力企業 (株)伊佐工務店

鉄筋工事業
協力企業（福岡県鉄筋事業協同組合）

解体工事業
協力企業 （福岡県解体工事業協会）

指導者と意見交換を行いました
Q 女性の割合の現状
• 型枠では昔は、親方や職人の奥
さん等の親族が入っていたが、今
はいないのが現状です。

• 女性を拒否している訳ではなく、
ウエルカムだがいない。

• 解体では九州にはいないが、全
国的にはオペレーターの大会にも
参加していた。

• 現場が8時から始まると結婚し
ている方は6時半には家を出ない
といけないので、子供ができると
なかなか続けられない。女性が活
躍するためには業界が始業時間か
ら変えていかなければならない。

Q 担い手確保に向けた取組状況
• 外国人に頼らざる得ない状況で
はあるが、新たな試みとして学生
に近い立場の方を専属で招き入れ
て学校回りをしてもらっている。

• すぐに現場には送り出さずに暑
い夏を越して9月まで研修を実施し、
社員を一人付けて楽しさをまず覚
えてもらっている。

• 重機オペレーターの腕がいいと
若い人だけでなく、年配の人も転
職をしていく実態があり、現在い
る人の確保も困難な状況にある。

• 重機オペレーターもすぐに乗れ
る訳ではなく、手元作業や水まき
という下積みがあるが、その間に
辞めるのが実態だ。

• 特定技能者を2号を取らせるべく
育てている。

• 4週8休にし、賃金も他産業と同
等の土俵に上げ、日本人は6か月、
外国人は2か月の研修で育ている。

よい経験となりました！

体験後の声
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